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1．序

ウ　ラ　ンの原子法同位体分離（AVLIS）の分離効率を決定す　る因子の一つは238〃1の生成鼻

である。著者は先にAVLISコ　レク　ター部の物理モデルを提案した川。これを用いて…（／

がいかな　る機構で　ど　の程度生成す　る　か，　ま　た，その生成量が種　々　のパ　ラ　メ　ー　タ　に　いかに

依存す　る　か　を検討す　る。　更に，分離仕事を最大　と　す　る　パ　ラ　メ　ー　タ　条件　も　導　出す　る。

2．計算条件お　よび数値計算結果

U蒸気源か　ら　コ　レク　タ　ー　下端迄を12．0cm，上端迄を16．5cm，隣接　コ　レク　タ　一　間角度　を

dβ，コレクター表面の電荷密度をルご　と　し，共に　5JF／cm2，有効半径　0・5cmのガウス塑強度∴分布

を持つ二種の異な　る　レー　ザー　光を　コ　レク　タ　ー　間に照射する　も　のと　する。流入部での　び蒸

気温度を　2400g，蒸気密度を　〃。と　する。原子－　レー　ザー相互作用　を二準位モデルで算

出　し，原子お　よ　び電子の衝突相互作用　も考慮する。励起用　レー　ザー照射時間を　307も∫，

電離用は継続照射する　も　の　と　して，前者の－パルス照射に伴　う　系の変化を数値的に追跡

した。例えばdβ＝50，吋＝1×1011g／cm2，爪＝3．5×10Ⅰ3cm‾3の場合，238ぴ十は　レーザー誘起

に起源する　も　のの他に，10‾7－‾6秒の時間範囲では主　と　して加速電子　と　238U基底状態　と　の

衝突に　よ　って，～10－8　秒を超える範囲では主と　して235〝」と238【／の電荷移行反応に　よ　って

も　生成する。コ　レク　タ　ーに最終的に捕集される238〃十の　6．6×107　個の　う　ち，これ　らの衝突

過程か　らの寄与は　5．4×107個である。一夕＝100　とする場合，238〃＋総量　2・4×108　個の　う　ち

電子衝突分は　3．2×107個，電荷移行反応分は　2．0×108個に　も達し，これらの衝突過程が

極めて重要な結果を　もたらす事がわかった。この種の電子原子衝突による生成量∂Ⅳ（238〃＋）

はおおよそ　け〃β　で与え　られるが，∂〝（238ぴ＋）はコ　レクター部での同位体分離係数　ダ叩，断

面碩　げ　は荷電粒子速度，即ち　〟タ，粒子密度〝は爪，運動距離β　は　∠♂　忙　よ　って各々　一一一意

的に決まる。従ってダ岬の〃告　机　かよぴ州依存性も数値的に検討した0　結果の一部を

図示する。d♂＝50　と　して　爪を変化させる場合，

Jr岬を最大にするノⅤ才が存在する0　価値関数を

仮定　して分娩仕事　を長大にする条件か　ら，dβ

＝50　の場合の最適値　と　して　爪も＝6．6×1012cm‾3，

吋＝9．5×川10g／／cm2を禍た。この〝ごに対応する

コ　レク　タ　一　間電場は約　95㌢／cmである。ま　た，

ダ叩および分離仕事は＝d♂＞40の範囲では∠βと

共に単調減少するため，238ぴ＋の生成量か　らは

dβの最適値は決ま　らない事も判っ　た。これ　ら

につ　い　て　報告す　る。
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10g【N：几0×1011te／cm2〉】
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